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1.目的
　本規定は，株式会社厚科研が，製品の品質に係る問題について，早期に警告を発するため，並びに是正措置及び予防措置に係る工程入力情報として活用するため，製品受領者から的確に意見収集することを目的とする。
2　用語及び定義
　なし
3.手順
製品の販売後も製品受領者及び市場の情報（以下「製品受領者情報」という。）を入手して調査・分析・評価を行い，製品の品質維持・向上・改善及び設計開発へと連携する。
3.1
製品受領者情報の入手方法
当社は，以下の方法により製品受領者情報を入手するが，これに限らない。
(1) 製品受領者との面談又は交信
(2) 販促活動
(3) 展示会，学会，研究会，文献等
(4) 苦情処理
3.2
製品受領者情報の分析，評価，報告
(1) 担当者は，入手した製品受領者情報について，製品受領者及び市場での製品の評判，製品改良提案，改善事項等に分けて分析し，上長の評価・決裁をもって，製造所への報告，或いは製品の改良・改善提案等を行う。
(2) 製品受領者情報が品質情報に該当する場合，品質保証部は「品質情報、不具合等の報告、回収管理規定」（SOP806）に従い処理する。
(3) 製品受領者情報が安全性情報に該当する場合，「品質情報、不具合等の報告、回収管理規定」（SOP806）に従い安全管理室に速やかに連絡する。安全管理室は，GVP省令に基づく製造販売安全管理業務において当該情報を処理する。
(4) 製品受領者情報の評価として製品の是正又は予防が必要となった場合，「是正及び予防措置規定」（SOP807）に従い処理する。
4　附則
　1)　この規定の管理の責任者及び承認者は品質保証部長とする。
　2)　この規定は，承認日から有効とする。
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